





書『魔法植物と魔女の飲み物 ―習俗と迷信』Zauberpflanzen Hexentränke, Brauchtum und 
Aberglaube（1963）1 において、民間伝承や神話などの古典作品にみられる「不思議な植物」に
関する記述をのこしている。マルツェルの研究分野は、共同体における植物利用研究を目的とす















































1934 年に発行された日本林学会誌の第 19 巻・第 8号には、植物学者ハインリッヒ・マルツェ
ルと、言語学者ヴィルヘルム・ヴィスマンWilhelm Wissmannの共著にあたる『獨逸植物名彙』



















































夏至の祭りが行われる 6月 22 日 20、1 年のうちで昼がもっとも長くなり、夜がもっとも短くな

























の薬草を用いてきた人物として、1179 年に死去した聖ヒルデガルド die Heilige Hildegardが、マ
ルツェルによって紹介されている。聖ヒルデガルドの薬草治療については、『病の原因と治療』









19 世紀の民間伝承研究者であるグリム兄弟の兄ヤーコプ Jacob Grimmの著書『ドイツ神話
































































助成金（研究期間 2016 年 4 月 ～ 2018 年 3 月    代表者・植 朗子）
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29　Jacob Grimm: Deutsche Mythologie, Wiesbaden, 2007, S.86.
30　Heinrich Marzell, S.70.
31　Brüder Grimm（hrsg. von Heinz Rölleke）: Deutsche Sagen. Nachdruck der 1. Auflage 1816 und 1818. 
植物民俗学における植物をめぐる迷信
－ 75 －





（2017 年 10 月 2 日受理）
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